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学
校
整
備
用
に
基
金
が
あ

る
が
、
小
学
校
増
築
に
な
ぜ
町

債
を
用
い
る
の
か
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

　
　

償
還
時
に
国
の
財
政
支
援

を
受
け
ら
れ
る
借
り
入
れ
（
地

方
債
）
を
活
用
し
、
将
来
に
備

え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

今
後
の
大
型
事
業
は「
新・

道
の
駅
」事
業
と
な
っ
た
が
、町

債
の
現
状
と
計
画
は
。

（
赤
塚
英
一　
委
員
）

　
　

債
務
超
過
に
な
ら
な
い
よ

う
、
繰
上
償
還
を
行
い
な
が
ら

町
債
残
高
を
管
理
し
て
い
る
。

　
　

緊
急
時
や
、
広
報
活
動
に

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
使
用
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。　

（
赤
塚
英
一　
委
員
）

　
　

受
信
エ
リ
ア
の
拡
大
に
向

け
て
、
今
後
も
放
送
事
業
者
や

関
係
機
関
と
の
協
議
を
続
け

て
い
き
た
い
。

　
　
消
防
団
運
営
交
付
金
に

よ
り
、
班
活
動
の
経
費
も
保

障
さ
れ
る
の
か
。

（
齋
藤　
武
委
員
）

　
　

各
分
団
に
対
し
て
の
交

付
金
だ
が
、
班
で
必
要
と
す

る
経
費
も
含
む
も
の
で
あ
る
。

　
　

あ
ま
り
に
遅
い
設
置
判

断
。
工
事
費
は
妥
当
で
あ
る

の
か
。（

佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

　
　

旧
庁
舎
解
体
及
び
駐
車

場
整
備
工
事
の
完
了
を
待
っ

た
も
の
。
工
事
費
は
見
積
も

り
を
も
と
に
予
算
計
上
し
た
。

問

令和４年５月１日 （2）

基
金
が
あ
る
の
に
な
ぜ
町
債

答 問答答 問

総
　
務
　
課

令和４年度
予算質疑

ま
ち
づ
く
り

再
考
す
る
年
度
に

一般会計総額　84億5800万円
前年度比 ４億7900万円減

新
庁
舎
・
統
合
小
学
校
整
備
の
大
型
事
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
見
直
し
や
、
空
き
校
舎
の
有
効
利
用
、

新
し
い
道
の
駅
を
軸
に
町
の
産
業
活
性
化
策
、
洋
上
風
力
発
電
の
是
非
と

可
能
性
、
企
業
誘
致
と
暮
ら
し
や
す
さ
を
再
考
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

総務費
14億7,365万円

民生費
20億5,151万円

公債費
9億1,529万円

衛生費
4億7,379万円

教育費
9億4,490万円

商工費
4億9,829万円

土木費
8億7,743万円

議会費  9,314万円
予備費  1,000万円
諸支出金1,683万円

消防費 3億4,729万円

労働費
1,009万円

支 出　 

農水費
7億4,579万円

自

源

主
財

町税
13億39万円

繰入金
7億3,635万円

その他
自主財源
7億9,719万円

その他依存財源
3億8,816万円

収 入　 

依

源

存

財

国・県支出金
12億6,491万円

町債
6億3,200万円

地方交付税
33億3,900万円

予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

※本文中の年号「令和」は省略しています。

町
債
の
状
況
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
検
討
し
て
は
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が
、
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必
要
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す
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経
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も
含
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も
の
で
あ
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あ
ま
り
に
遅
い
設
置
判
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。
工
事
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妥
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あ
る
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解
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び
駐
車

場
整
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工
事
の
完
了
を
待
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た
も
の
。
工
事
費
は
見
積
も

り
を
も
と
に
予
算
計
上
し
た
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予
算
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補
正
予
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決
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レ
ポ
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遊

佐

人

遊佐町議会だより（3）

委
託
料
な
ぜ
増
え
た

令
和
４
年
度
で
は
何
を
す
る

防
災
セ
ン
タ
ー
の
避
難
階
段

赤
字
見
込
み  

な
ぜ
配
当
金

防災センター

企
　
画
　
課

  

「
新
・
道
の
駅
」に
２
億

１
４
９
１
万
円
の
予
算
が
つ

い
て
い
る
が
、事
業
計
画
は
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

　
　

用
地
買
収
及
び
、
運
営

事
業
者
の
選
定
、
外
構
工
事
、

上
下
水
道
工
事
の
設
計
。
進

捗
状
況
に
よ
り
建
物
の
基
本

設
計
の
発
注
ま
で
行
う
。

　
　

観
光
費
委
託
料
が
３
年

度
よ
り
約
１
７
０
０
万
円
増

え
た
要
因
は
何
か
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

　
　

遊
楽
里
の
長
寿
命
化
計

画
の
策
定
と
少
年
議
会
20
期

記
念
も
盛
り
込
ん
だ
町
の
観

光
紹
介
冊
子
を
作
成
す
る
。

　
　

ふ
ら
っ
と
等
を
運
営
す

る
第
三
セ
ク
タ
ー
は
赤
字
見

込
み
。
な
ぜ
配
当
を
計
上
か
。

（
齋
藤　
武　
委
員
）

答 問

答

答問

消
防
団
交
付
金

班
活
動
も
保
障
か

山
形
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

制
作
費
は

　
　

厳
し
い
状
況
に
は
あ
る

が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
今

期
の
黒
字
化
を
目
指
す
。

　
　

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
の
効
果

は
絶
大
。
受
賞
の
た
め
制
作

費
を
上
げ
る
考
え
は
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

　
　

３
年
に
増
額
し
て
い
る
。

委
託
料
で
賞
が
決
ま
る
訳
で

は
な
い
が
、
金
額
や
町
の
関

わ
り
方
も
含
め
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

YouTube 視聴用QRコード

委 員 長　那須　正幸
副委員長　菅原　和幸

主な支出では、 「新・道の駅」整備事業に2億1491万円、
橋梁長寿命化事業に1億100万円、その他統合遊佐小学校の開校に向け最終整備が行われる。
また、水害予防組合の７月解散が予定され、月光川環境整備事業として新たに1497万円が計上された。

主な予算項目の説明
総務費  人件費や徴税、選挙費用
民生費  福祉、医療、保育園運営費
衛生費  環境衛生、ごみ処理の費用
農水費  農林水産業の費用
商工費  商工業や観光振興費用
土木費  道路、橋梁の整備補修や、除雪費用
消防費  常備消防や消防団費用
教育費  学校、社会教育などの費用
公債費  借入金の返済
議会費  議会運営費、議員報酬

問 問答答



　
　

鮭
は
町
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
重
要
で
あ
る
。
加
工
品

開
発
の
支
援
等
に
取
り
組
む
。

　
　
イ
ノ
シ
シ
の
急
増
は
豚

熱
の
感
染
源
に
な
り
、
農
作

物
被
害
は
甚
大
。
対
応
は
。

（
髙
橋
冠
治　
委
員
）

　
　

現
在
は
遊
佐
町
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
が
中
心
に
対

応
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
の

増
加
に
伴
い
組
織
の
強
化
が

必
要
。

増
え
続
け
る

イ
ノ
シ
シ
対
策
は

問問問

　
　

堆
肥
の
施
用
等
を
行
い
、

地
球
環
境
保
全
に
効
果
の
高

い
営
農
活
動
を
行
う
農
業
者

に
対
し
て
、
交
付
金
を
交
付

す
る
。

　
　

町
の
鮭
の
捕
獲
量
は
日

本
海
側
最
多
と
聞
く
。
町
の

宝
で
は
。（

髙
橋
冠
治
委
員
）

　
　

町
の
主
幹
産
業
は
農
業
。

後
継
者
支
援
で
、
何
に
力
を

注
ぐ
の
か
。

（
阿
部
満
吉　
委
員
）

　
　

経
営
継
承
や
、
新
規
就

農
支
援
に
係
る
国
庫
補
助
事

業
を
活
用
し
て
後
継
者
育
成

に
努
め
て
い
く
。

　
　

旧
八
福
神
施
設
に
遊
佐

ブ
ラ
ン
ド
推
進
拠
点
を
構
え

た
が
、
４
年
度
の
施
策
は
。

（
阿
部
満
吉　
委
員
）

答　

加
工
品
の
開
発
と
販
路

拡
大
の
た
め
に
、
主
任
事
業

推
進
員
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

新
た
に
配
置
す
る
。

　
　

環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
４
０
３
４
万
円

の
使
途
は
。

（
斎
藤
弥
志
夫　
委
員
）

問

令和４年５月１日 （4）

後
継
者
問
題  

何
に
力
点

町
の
産
業
に
活
力
を

答 問

　
　

保
健
衛
生
総
務
費
が
１

１
０
０
万
円
ほ
ど
増
え
て
い

る
が
、
な
ぜ
か
。

（
本
間
知
広　
委
員
）

　
　

特
定
予
防
接
種
委
託
料

３
０
０
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
費
用

６
０
０
万
円
が
増
え
て
い
る
。

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
教
育
応

援
手
当
の
事
業
内
容
は
。
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
の
か
。

（
佐
藤
光
保　
委
員
）

　
　

対
象
児
童
を
18
歳
ま
で
、

所
得
要
件
を
廃
止
、
支
給
金

額
を
年
５
万
円
に
増
額
し
て

い
る
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
依
頼
し
て
い
る
空
き
家
対

策
事
業
の
内
容
は
。

（
佐
藤
光
保　
委
員
）

保
健
衛
生
総
務
費
な
ぜ
増
額

空
き
家
管
理
は

特
別
会
計
の
維
持
の
た
め
に　

自
立
支
援
策
の
拡
充
を

答答

問答 問答 答

答

答答 問

環
境
保
全
型
農
業

鮭
は
わ
が
町
の
ブ
ラ
ン
ド
品

問

答 問

ひ
と
り
親
家
庭

　
教
育
応
援
手
当

産
　
　
業
　
　
課

健
康
福
祉
課

人
口
減
少  
な
ぜ
税
収
は
増

　
　

町
民
税
は
減
っ
て
い
る

が
固
定
資
産
税
は
増
え
て
い

る
。
こ
の
状
況
は
な
ぜ
か
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

　
　

人
口
減
に
よ
る
町
民
税

は
減
少
傾
向
。
一
方
で
企
業

等
の
進
出
に
よ
る
固
定
資
産

税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
、
歳

入
の
安
定
的
な
確
保
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

答 問

町  
民  

課

　
　

剪
定
や
草
む
し
り
等
の

空
き
家
管
理
事
業
へ
の
町
の

補
助
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

国
保
や
介
護
の
特
別
会

計
を
維
持
す
る
た
め
、
広
域

化
を
考
え
て
は
。

（
赤
塚
英
一　
委
員
）

　
　

国
保
で
は
、
医
療
給
付

部
分
が
県
一
本
に
な
っ
て
い

る
が
他
は
市
町
村
対
応
。
介

護
は
検
討
課
題
に
な
っ
て
い

な
い
。

　
　

障
が
い
者
の
自
立
に
つ

な
が
る
、
軽
作
業
等
に
よ
る

支
援
検
討
を
。

（
赤
塚
英
一　
委
員
）

　
　

各
事
業
所
で
、
お
菓
子

の
販
売
や
軽
作
業
を
請
け

負
っ
て
い
る
が
、
町
と
し
て

も
さ
ら
に
依
頼
し
た
い
。

予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

【鮭】語源は、アイヌ語サクイベ（夏の食物）
サットカム（乾魚）からと言われています。
尾ビレの前の背中に小さくヒレがあります。
アブラビレと言います。ここが特徴です。
４年後に帰ってくる鮭は、体調約85㎝まで
成長しています。



問

問問

答 問

答 問 公
共
下
水
道
会
計

今
後
の
償
還
は

遊佐町議会だより（5）

　
　

２
年
３
月
に
す
べ
て
の

工
事
が
完
了
し
た
。
今
後
の

償
還
計
画
は
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

　
　

今
後
は
財
政
事
情
に
見

合
っ
た
改
築
・
更
新
工
事
を

実
施
し
な
が
ら
、
計
画
的
な

償
還
に
努
め
る
。

　
　

解
散
が
予
定
さ
れ
る
水

害
予
防
組
合
を
検
証
し
、
事

業
は
い
か
に
引
き
継
ぐ
の
か
。

（
阿
部
満
吉　
委
員
）

　
　

河
川
の
草
刈
り
は
、
町

が
継
承
し
、
経
費
は
一
般
会

計
予
算
で
支
出
す
る
。
要
望

活
動
な
ど
月
光
川
水
害
予
防

組
合
議
員
の
役
割
は
、
今
後
、

組
織
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

　
　

学
校
管
理
費
の
１
６
５

７
万
円
の
物
品
運
搬
委
託
料

の
内
容
は
。

（
斎
藤
弥
志
夫　
委
員
）

　
　

５
年
度
新
小
学
校
開
校

に
向
け
、
各
学
校
か
ら
の
机

や
椅
子
、
電
子
黒
板
な
ど
の

必
要
備
品
を
運
搬
す
る
。

　
　

町
内
の
学
校
で
、
い
じ

め
問
題
対
応
委
員
会
の
対
応

は
。　
（
松
永
裕
美　
委
員
）

　
　

青
少
年
育
成
協
議
会
の

場
に
お
い
て
い
じ
め
の
状
況

や
対
応
に
つ
い
て
説
明
し
、

栄
橋
撤
去
の
予
定

答 問

答 問 問答

地
域
生
活
課

教
　
　
育
　
　
課

月
光
川
水
害
予
防

　
組
合
の
検
証
を

答答答

史
跡
小
山
崎
遺
跡
の

整
備
計
画
は

　
　

遺
跡
整
備
に
係
る
基
本

計
画
の
策
定
が
、
４
年
度
か

ら
行
わ
れ
る
が
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

　
　
「
史
跡
小
山
崎
遺
跡
保

存
活
用
計
画
」
に
沿
い
、
具

体
的
な
整
備
内
容
を
検
討
す

る
策
定
委
員
会
を
４
年
度
に

立
ち
上
げ
、
協
議
を
進
め
る
。

　
　

増
額
が
続
い
て
い
た
高

校
就
学
支
援
予
算
が
、
減
額

答 問

自
然
生
活
体
験

総
合
学
習
の
充
実

　
　

自
然
生
活
体
験
総
合
学

習
予
算
が
約
20
万
円
増
。
事

業
内
容
は
。

（
松
永
裕
美　
委
員
）

　
　

県
少
年
自
然
の
家
の
一

部
民
営
化
に
伴
う
費
用
の
増

額
に
対
応
し
た
。

答 問

遊
佐
高
校
就
学
支
援

減
額
に
な
る
が

学
校
管
理
の

　
物
品
運
搬
委
託

い
じ
め
防
止
対
策
は

万
全
か

　
　

栄
橋
は
無
用
の
長
物
で

あ
る
。
撤
去
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。（

斎
藤
弥
志
夫　
委
員
）

　
　

４
年
度
は
撤
去
の
た
め

の
設
計
を
す
る
。
５
年
以
降
、

４
年
か
け
て
撤
去
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
「
水
安
全
計
画
」は
、
以

前
の
水
濁
り
や
水
道
管
の
老

朽
化
に
伴
う
対
応
な
の
か
。

（
髙
橋
冠
治　
委
員
）

　
　

安
全
な
水
道
水
を
蛇
口

ま
で
届
け
る
た
め
、
様
々
な

リ
ス
ク
を
排
除
し
、
継
続
し

て
安
定
し
た
水
を
届
け
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
。

水
道
水
の
安
全
確
保
は

小
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室

負
担
金

予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

と
な
る
要
因
は
。

（
菅
原
和
幸　
委
員
）

　
　

遊
佐
高
校
魅
力
化
地
域

連
携
支
援
事
業
（
新
規
）
へ

県
外
志
願
者
支
援
及
び
住
宅

運
営
分
の
予
算
を
移
行
し
た

こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
。

　
　

小
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室

は
、
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ

る
の
か
。（

松
永
裕
美　
委
員
）

　
　

町
校
長
会
が
主
催
し
て

お
り
、
演
劇
と
音
楽
を
交
互

に
実
施
し
て
い
る
。
３
年
度

は
山
形
交
響
楽
団
に
よ
る
鑑

賞
教
室
を
実
施
し
た
。

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

小学校芸術鑑賞教室



問答

問答 中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

の
使
途

問答

問答

問遊
楽
里
の
改
装
内
容
は

何
に
活
用
で
き
る
の
か

問答 漁
港
管
理
費
の
増
額
は

問答 農
村
公
園
整
備

予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

令和４年５月１日 （6）

し
ゅ
ん
せ
つ

企
画
課

町
民
課

　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

基
金
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に

活
用
で
き
る
基
金
な
の
か
。

（
本
間　
知
広　
委
員
）

　
　

町
の
公
共
施
設
全
般
の

保
全
・
更
新
・
改
修
・
修
繕

及
び
除
却
等
に
活
用
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
受
付
の
た
め
、
任
用

職
員
を
増
員
。そ
の
成
果
は
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

　
　

３
年
３
月
31
日
時
点
の

交
付
率
17
・
４
％
に
対
し
、

４
年
２
月
末
現
在
で
は
32
・

４
％
。15
％
の
増
と
な
っ
た
。

　
　
当
初
予
算
の
約
38
％
を

減
額
す
る
補
正
で
あ
る
。
そ

の
要
因
は
。

（
菅
原　
和
幸　
委
員
）

　
　

県
内
一
律
で
の
予
算
配

当
率
の
減
額
に
よ
る
も
の
。

　
　
県
へ
の
負
担
金
が
約
３

２
０
万
円
増
額
さ
れ
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

（
菅
原　
和
幸　
委
員
）

　
　

吹
浦
漁
港
の
浚
渫
事
業

及
び
係
留
施
設
修
繕
事
業
の

採
択
に
伴
う
も
の
。

　
　
山
間
部
は
耕
作
条
件
が

厳
し
い
。
こ
の
交
付
金
は
こ

れ
か
ら
も
続
く
の
か
。

（
斎
藤
弥
志
夫　
委
員
）

　
　

担
い
手
不
足
、
米
価
下

落
等
地
域
農
業
を
取
り
巻
く

厳
し
い
現
状
を
支
援
す
る
制

度
の
一
つ
と
し
て
、
継
続
さ

れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
町
内
に
小
さ
な
公
園
し

か
な
く
、
大
規
模
な
花
公
園

の
整
備
が
望
ま
し
い
。

（
斎
藤
弥
志
夫　
委
員
）

　
　

農
村
公
園
は
地
域
集
落

に
お
け
る
憩
い
の
場
と
し

て
、
町
内
５
カ
所
に
設
置
し

て
い
る
。

減
額
の
要
因
は

答問答
　
　
新
庁
舎
に
係
る
工
事
費

が
減
額
に
な
っ
た
要
因
は
何

か
。（

本
間　
知
広　
委
員
）

　
　

解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス

ト
処
理
に
係
る
経
費
が
、
想

定
を
下
回
っ
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
あ
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
個
室

化
。
終
息
後
の
定
員
に
影
響

は
な
い
の
か
。

（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

　
　

個
室
化
に
合
わ
せ
て
、

需
要
の
多
い
洋
室
化
で
稼
働

率
の
ア
ッ
プ
を
図
る
。
繁
忙

期
は
エ
キ
ス
ト
ラ
ベ
ッ
ド
で

対
応
。

総

務

課

産

業

課

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

の
減
額
は

女鹿農村公園

令和3年度

国保会計の課題が浮き彫りに
補正予算審査特別委員会 3月4日　

委 員 長
副委員長　

齋藤　　武
本間　知広

補 正 予 算 質 疑

この冬の大雪から除雪費5500万円やコロナ

禍支援事業を含め6400万円を増額し、総額

121億4200万円とした補正予算案を承認

した。

一方、国民健康保険特別会計状況の課題が現
実味を増してきた。人口減少とともに国民健
康保険加入者も減少し3100人台となってい
ることから、国民健康保険基金も残り少ない
状況だ。今後は保険料の値上げも視野に入っ
てきた。



雪
か
き
応
援
事
業

除
雪
は
万
全
だ
っ
た
か

問答

新
小
学
校
駐
車
場
の
完
成
は

問答

中
学
校
の
シ
ス
テ
ム
整
備

問答通
学
路
の
安
全
確
保

問答

問答 高
齢
者
福
祉
は

充
実
さ
れ
る
の
か

問答 何
度
も
補
正

大
雪
対
策
は
万
全
か

問答

問答 子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

今
後
の
計
画
は

問答 自
主
除
雪
作
業

支
援
の
上
乗
せ
を

問答 特
別
会
計
へ
の
繰
出
の

状
況
は

予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

遊佐町議会だより（7）

健
康
福
祉
課

　
　
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
事
業
補
助
金
の
減
額

は
。（
佐
藤
俊
太
郎　
委
員
）

　
　

公
民
館
改
修
が
１
件
も

な
か
っ
た
こ
と
、
物
品
購
入

が
予
定
よ
り
少
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
年
度
末
に
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
が
多
い
よ
う
に
思

う
が
、
そ
の
状
況
は
。

（
赤
塚　
英
一　
委
員
）

　
　

保
険
基
盤
安
定
制
度
の

金
額
の
確
定
に
よ
り
増
額
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
利
用
世
帯
増
加
に
よ
る

奨
励
金
の
状
況
は
。

（
佐
藤　
光
保　
委
員
）

　
　

利
用
世
帯
が
計
画
よ
り

30
世
帯
増
え
、
１
７
０
世
帯

と
な
る
。
報
償
費
も
一
件
１

万
５
千
円
に
増
額
と
な
る
。

　
　
今
シ
ー
ズ
ン
は
大
雪
と

な
っ
た
が
、
除
雪
費
の
不
足

状
況
は
。

（
那
須　
正
幸　
委
員
）

　
　

こ
れ
ま
で
の
実
績
に
よ

り
対
応
可
能
と
判
断
し
た

が
、
３
年
度
は
想
定
外
の
大

雪
と
な
っ
た
た
め
、
再
度
補

正
す
る
も
の
。

　
　
地
区
内
で
の
町
道
除
雪

協
力
謝
礼
、
油
代
も
高
騰
し

て
い
る
。
支
援
策
は
。

（
那
須　
正
幸　
委
員
）

　
　

集
落
内
の
生
活
道
路
除

雪
を
行
う
支
援
で
、
今
シ
ー

ズ
ン
は
大
雪
と
な
り
、
除
雪

稼
働
時
間
も
長
く
な
っ
て
い

る
。
３
年
度
に
限
り
、
上
限

額
を
15
万
円
に
引
き
上
げ

る
。

　
　
町
の
ロ
ー
タ
リ
除
雪
機

の
台
数
は
。

（
菅
原　
和
幸　
委
員
）

　
　

除
雪
保
有
機
械
19
台
の

内
３
台
と
な
る
。
主
に
歩
道

除
雪
や
車
道
の
路
肩
部
の
幅

出
し
や
堆
雪
帯
の
確
保
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

問答 橋
梁
点
検
は

５
年
に
一
度
実
施
か

　
　
町
管
理
の
橋
梁
点
検
、

減
額
理
由
は
。

（
菅
原　
和
幸　
委
員
）

　
　

道
路
法
に
基
づ
き
５
年

に
一
度
の
橋
梁
点
検
を
今
年

度
実
施
し
て
い
る
。
事
業
費

の
確
定
に
よ
る
も
の
。

　
　
駐
車
場
整
備
の
完
成
は

予
定
ど
お
り
か
。

（
那
須　
正
幸　
委
員
）

　
　

予
定
地
の
相
続
手
続
き

が
新
た
に
生
じ
、
用
地
の
取

得
は
４
年
度
に
行
う
。
駐
車

場
整
備
工
事
は
当
初
の
予
定

ど
お
り
に
進
め
る
。

　
　
２
年
続
け
て
の
中
止
。

今
後
の
計
画
は
。

（
那
須　
正
幸　
委
員
）

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
や
む
な
く

中
止
。
実
行
委
員
会
を
主
体

に
、
必
要
な
予
算
を
組
み
継

続
し
て
い
く
。

　
　
中
学
校
費・委
託
料
を
、

当
初
予
算
か
ら
大
幅
に
増
額

す
る
内
容
は
。

（
菅
原　
和
幸　
委
員
）

　
　

普
通
教
室
に
加
え
て
、

多
目
的
教
室
で
の
学
習
や
、

教
職
員
の
リ
モ
ー
ト
会
議
等

の
機
会
が
増
え
て
い
る
た
め

※

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
整

備
す
る
。

　
　
小
学
校
統
合
に
向
け

て
、
通
学
の
安
全
を
念
頭
に

置
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

を
。（

阿
部　
満
吉　
委
員
）

　
　

開
校
準
備
委
員
会
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
計
画
を
検

討
し
て
い
る
。
地
域
の
協
力

を
得
て
通
学
路
の
安
全
確
保

を
図
る
。

地
域
生
活
課

教
　
育
　
課

※

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト…

　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
無
線
Ｌ
Ａ

　
Ｎ（W

i-Fi

）
機
能
が
付
い
た
端
末
を

W
i-Fi

に
接
続
す
る
た
め
の
機
械
。

た
い
せ
つ
た
い

堆　雪　帯



予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

令和４年５月１日 （8）

3月定例会の議案内容 （一般会計補正予算他、 33件）

２月２４日、ロシアはウクライナへの侵略を開始した。
遊佐町議会では、ロシアの行動を重大な人権侵害・主権侵害ととらえ
断固抗議するとともに、ロシア軍の完全撤退を強く求める決議を採択した。

平和を壊してはならない
ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議
決議

こわ

議案番号 議　案　名 内　　容

議 6号 令和３年度一般会計補正予算（第11号）の専決処分の承認 岩石採取に係る弁護士報酬など2300万円とした専決処分を
承認するもの

議 7～ 11号 令和3年度一般会計補正予算（第12号）、各特別会計補正予算
「新・道の駅」にかかる費用で2000万円の減額、新庁舎建設費
用最終見込みで8000万円の減額など1億5400万円を減額補
正し総額107億220万円に　P6～7に審議内容を掲載

議 12号 令和4年度一般会計予算 P2～5に審議内容を掲載

議 13～ 18号 令和4年度特別会計等予算 P4～5に審議内容を掲載

議 19号 遊佐町議会議員及び遊佐町長の選挙における選挙運動の公営
に関する条例の設定

町議会議員・町長選挙の選挙費用の公費補助を行う条例を制
定するもの

議 20号 遊佐町公共施設等総合管理基金の設置、管理及び処分に関す
る条例の設定

観光施設などの修繕や撤去などの経費に充てるために基金を
設定するための条例を制定するもの

議 21号 遊佐町障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例の
設定

障害の有無により分け隔てられることのない共生社会の実現
をめざすための条例を制定するもの

議 22号 遊佐町行政不服審査法関係手数料条例の設定 行政不服審査法に係る手数料の条例を制定するもの

議 23号 遊佐町庁舎等建設基金の設置、管理及び処分に関する条例を
廃止する条例の設定

新庁舎建設の終了にともない、残金を一般会計に繰り入れ、基
金を廃止するための条例を制定するもの

議 24号 遊佐町遺児教育手当支給条例を廃止する条例の設定 新しい手当の新設にともない、これまでの教育手当を廃止す
るための条例を制定

議 25号 遊佐町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 子育て世帯負担軽減のため、減額措置に係る規定を整備する
条例を一部改正するもの

議 26号 遊佐町手数料条例の一部を改正する条例の制定 相続登記義務化による証明書等の手数料の負担を軽減するた
め、条例の一部を改正するもの

議 27号 遊佐町ゆざっ子誕生祝金支給条例の一部を改正する条例の制
定

子育て支援の強化、環境の充実をめざし、支給金を上げるため
改正するもの

議 28号 遊佐町心身障がい児養育手当支給条例の一部を改正する条例
の制定

規定の受給資格を実際の運用に合わせるため一部を改正する
もの

議 29号
遊佐町と山形県との間の行政不服審査法第81条第1項に規定
する機関の権限に属させられた事項を処理する事務の委託に
関する規約の制定

事務作業を県に委託するための規約を制定するもの

議 30号 町道道の駅南線道路用地の取得 鳥海IC整備のために道路用地を3040万円で取得するもの

議 31号 遊佐町過疎地域持続的発展計画の一部変更 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の規定に基
づき計画を変更するもの

議 32号 白井・金俣辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更 しらい自然館のボイラー更新にともない計画の一部を変更す
るもの

議 33号 遊佐町体育施設の指定管理者の指定 体育施設の指定管理者に「遊佐町スポーツ協会」を指定するも
の

議 34号 遊佐町立図書館の指定管理者の指定 町立図書館の指定管理者に「遊佐ショッピングセンター協同
組合」を指定するもの

議 35号 遊佐町固定資産評価審査委員会委員の選任 任期満了にともない、村井恵美子氏の再任に同意するもの

議 36～ 38号 人権擁護委員候補者の推せんについて 髙橋栄子氏の退任にともない新たに菅原麻里子氏を、土門尚
三氏・工藤喜代子氏の再任を推薦するもの

議 39号 遊佐町役場旧庁舎解体工事請負契約の一部変更 工事請負に係る契約金額1億2778万円、工期を令和4年3月
31日に変更するもの

発議 1号 ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議 P8に内容を掲載

決議全文が
見られます。
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遊佐町議会だより（9）

1月臨時会【1月２1日】の議案内容 （専決処分3件他、 5件）
議案番号 議　案　名 内　　容

議 1～ 3号 令和3年度一般会計補正予算（第7～9号）の専決処分の承認 コロナ対策費などで合計3億2000万円とした専決処分を承
認するもの

議 4号 鳥海ふれあいの里保養施設の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の専決処分の承認

あぽん西浜の大広間の使用料金を220円から250円に、個室
使用料を610円から700円に上限を引き上げる条例の改正の
専決処分を承認するもの

議 5号 令和3年度一般会計補正予算（第10号） 除雪経費3000万円、ふるさと納税返礼品6000万円、PayPay
還元費6000万円など3億200万円を追加

3月臨時会【3月25日】の議案内容 （専決処分1件、 人事案件1件）
議案番号 議　案　名 内　　容

議 40号 令和3年度一般会計補正予算（第13号）の専決処分の承認 除雪経費で1000万円追加するもの

議 41号 遊佐町教育委員会教育長の任命 教育長に土門敦氏を任命するもの

議 4号
鳥海ふれあいの里保養施設の設置及
び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の専決処分の承認

1 月臨時会
◯賛成　×反対　議長（土門治明）は採決に加わらない賛否が分かれた議案

上　程　議　案

土
門
　
治
明

斎
藤
弥
志
夫

髙
橋
　
冠
治

阿
部
　
満
吉

赤
塚
　
英
一

菅
原
　
和
幸

松
永
　
裕
美

齋
藤
　
　
武

佐
藤
　
光
保

佐
藤
俊
太
郎

那
須
　
正
幸

本
間
　
知
広

議決結果
（賛成 : 反対）

◯ × × × × ◯ ◯ ◯ × × ◯ ―

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ―

否決（5：6）

議 5号 令和3年度一般会計補正予算（第10
号） 可決（10：1）

議 19号
遊佐町議会議員及び遊佐町長の選挙
における選挙運動の公営に関する条
例の設定

◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ―

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ―

可決（10：1）

可決（10：1）議 39号 遊佐町役場旧庁舎解体工事請負契約
の一部変更

議 41号 教育委員会教育長の任命 無 記 名 投 票 不同意（3：8）

3 月定例会

3月臨時会
―

■佐藤　光保　議員

1月臨時会 議４号

　消費税10パーセントへの引き上げに係る案件は、気
に掛けて質疑をしてきた。今になって消費税引き上げ
に係る案件が出てきたものであり、いかなる理由が
あっても反対せざるをえない。

■齋藤　　武　議員
　条例によらず利用料を得ていたことを発見後、議会
と町民に事実を知らせなかったことに、そもそもの問
題がある。事実を発表し謝罪することは、３年12月に
はできたことだ。専決処分の必要性は無く、まして遡
及適用はすべきでない。

反対討論

　３月 25日の臨時会で、那須栄一教育長の辞任に伴い、
後任の教育長として土門敦氏を任命する人事案を、反
対多数で「不同意」としました。新たな教育長が決ま
るまで、法令に基づき教育委員が職務代理を務めます。
　不同意の理由として①那須教育長の任期は令和５年
10月まで残っており、職務遂行に支障のある理由がない
以上、自らが手掛けた小学校統合を全うすべき②後任
候補の土門氏は定年前の４年３月に酒田一中校長を退
職だが、同中の課題解決がなされないまま町の教育長
に就くのは適切ではない、などが複数の議員より指摘
されています。
　議会として教育長が空席であることはもちろん不本
意であり、町長が幅広い見地から、早期に後任者を提
示することを望みます。

　あぽん西浜使用料の引き上げに係る条例改正の専決
処分（１月21日臨時会　議４号）に対し、２人の議
員が反対討論を行いました。賛成討論はありません。

幅広い見地から後任者を
教育長人事　反対多数
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一
般
質
問
通
告
の
要
旨
（
通
告
順
）

※

誌
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
質
問
は
議
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
録
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般質問とは

町の行政全般にわたって、問題
や課題を明らかにし、政策の改
善や新規の政策の採用を求める
ために行います。

令和４年５月１日 （10）

菅
原　
和
幸
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
10

●
Ｃ
Ｎ
宣
言
に
向
け
た
対
応
は

松
永　
裕
美
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
11

●
中
学
３
年
生
対
象
学
習
支
援
塾
の

　
継
続
を

赤
塚　
英
一
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
11

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
拡
充
を

那
須　
正
幸
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
12

●
複
式
学
級
へ
の
厚
い
支
援
は

斎
藤
弥
志
夫
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
12

●
ス
マ
ホ
非
所
持
者
に

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

本
間　
知
広
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
13

●
遊
佐
Ｐ
Ａ
Ｔ
が
め
ざ
す
も
の
は

佐
藤　
光
保
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
13

●
洋
上
風
力
発
電
の
可
能
性

佐
藤
俊
太
郎
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
14

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
っ
と
光
を

齋
藤　
　
武
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
14

●
水
循
環
保
全　
専
門
家
の
協
力
は

阿
部　
満
吉
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
15

●
町
民
に
愛
さ
れ
る
庁
舎

　
「
遊
メ
リ
」
め
ざ
せ

髙
橋　
冠
治
議
員

‥
‥
‥
‥

Ｐ
15

●
遊
佐
Ｐ
Ａ
Ｔ

　
積
極
的
に
国
の
予
算
確
保
を

菅原　和幸
すが わら かずゆき

議員

※
Ｃ
Ｎ
宣
言
に
向
け
た
対
応
は

現
況
調
査
を
実
施

質問者の動画が
見られます。

問
　
　
岩
ノ
リ
の
不
漁
は
、
海

水
温
の
上
昇
が
要
因
と
も
言

わ
れ
る
。
本
町
が
先
頭
に
立

ち
「
地
球
温
暖
化
を
立
ち
止

ま
ら
せ
る
」
く
ら
い
の
心
構

え
で
進
め
て
は
。

答
　
　

４
年
度
に
は
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
の
推
計
や
、

農
業
分
野
の
二
酸
化
炭
素
吸

収
効
果
な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
に
向
け
た
数
値
の
「
見
え

る
化
」
に
つ
い
て
現
況
調
査

を
実
施
し
た
い
。

問
　
　
Ｃ
Ｎ
宣
言
で
は
、
今
後

の
人
口
動
態
の
予
測
、
地
域

振
興
も
視
野
に
い
れ
た
「
地

域
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
。

答
　
　

洋
上
風
力
発
電
で
合
意

が
整
い
、
事
業
を
進
め
る
な

ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向

※

Ｃ
Ｎ
宣
言…

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
。（
２
０
２
０
年
10
月
、
日

本
政
府
が
発
表
し
た
宣
言
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
脱
炭
素
社
会
を
実
現
し

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
）

問
　
　
４
年
度
の「
見
え
る
化
」

現
況
調
査
に
、
森
林
レ
ー
ザ

測
量
の
デ
ー
タ
を
反
映
さ
せ

る
可
能
性
は
。

答
　
　

レ
ー
ザ
測
量
で
得
ら
れ

る
樹
齢
・
樹
種
等
の
デ
ー
タ

は
、
直
接
的
に
見
え
る
化
に

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
が
、

適
切
な
森
林
管
理
に
活
用
し

て
行
き
た
い
。

け
た
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」
の
宣
言
を
し
た
い
。

森林の炭素吸収量の算入は林齢の制限が

防災無線放送がはっきり聞き取れません。どうにかなりませんか。（稲川Sさん）
Re:４月より、確認できるテレホンサービスを開設しています。TEL 0234-25-0086
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遊佐町議会だより（11）

学習支援塾開塾式

赤塚　英一
あか つか えいいち

議員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
拡
充
を

支
援
策
を
強
化
し
継
続
を
図
る

質問者の動画が
見られます。

問
　
　
コ
ロ
ナ
禍
も
２
年
を
過

ぎ
、
影
響
は
こ
れ
ま
で
予
測

し
て
き
た
以
外
へ
も
広
が
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
対
象
を
広
げ
た
支
援
の
考

え
方
と
そ
の
対
応
は
。

答
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
町
へ
の
経

済
的
打
撃
は
甚
大
で
あ
る
。

町
内
の
景
気
状
況
を
確
認
し
、

国
と
県
の
施
策
と
併
せ
て
支

援
が
必
要
な
中
小
事
業
者
に

確
実
に
支
援
が
届
く
よ
う
に

努
め
る
。

問
　
　
こ
れ
ま
で
の
支
援
策
の

対
象
に
満
た
な
か
っ
た
方
々

の
把
握
と
対
象
外
で
の
必
要

者
へ
の
対
応
は
。

答
　
　

こ
れ
ま
で
の
支
援
策
で

対
象
範
囲
に
漏
れ
が
な
か
っ

た
か
検
証
す
る
。
商
工
会
と

問
　
　
観
光
、
宿
泊
、
飲
食
業

な
ど
へ
引
き
続
き
の
支
援
策

の
継
続
・
強
化
を
。

答
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
特
に
経
済

的
打
撃
を
受
け
て
い
る
業
種

に
対
し
て
、
支
援
策
を
強
化

し
継
続
を
図
る
。

松永　裕美
まつ なが ゆ み

議員

中
学
３
年
生
対
象

　
　
　
学
習
支
援
塾
の
継
続
を

地
域
講
師
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い 質問者の動画が

見られます。

問
　
　
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

地
域
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
開
塾
し
て

４
年
、
町
営
の
中
学
３
年
生

向
け
高
校
受
験
対
策
・
支
援

塾
の
参
加
状
況
は
。

答
　
　

中
学
校
３
年
生
を
対
象

に
、
地
域
社
会
が
一
体
で
教

育
を
支
え
る
地
域
学
校
協
働

活
動
と
し
て
、
９
月
か
ら
２

月
ま
で
学
習
支
援
塾
を
開
設

し
て
４
年
目
と
な
る
。
例
年

５
割
か
ら
７
割
程
度
の
生
徒

が
参
加
し
て
い
る
。

問
　
　
運
営
に
か
か
る
費
用
の

う
ち
、
町
と
県
負
担
は
ど
の

位
の
割
合
な
の
か
。

答
　
　

山
形
県
学
校
・
家
庭
・

地
域
連
携
協
働
推
進
事
業
費

補
助
金
と
し
て
約
３
分
の
２

問
　
　
今
後
も
継
続
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
。

答
　
　

新
た
な
講
師
と
し
て
地

域
の
方
々
か
ら
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

を
運
営
費
用
に
充
当
し
、
残

り
は
町
が
負
担
し
て
い
る
。

連
携
し
て
中
小
事
業
者
を
確

認
し
、
対
象
者
の
把
握
に
努

め
る
。

各地区の放課後こども教室は、小学校統合後も続けられるのでしょうか。（吹浦Hさん）
Re:新たな開設の計画もあり、充実に期待しています。



予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

令和４年５月１日 （12）

斎藤弥志夫
さい とう しや お

議員

ス
マ
ホ
非
所
持
者
に

　
　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
を
推
進

質問者の動画が
見られます。

問
　
　
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
で
き
な
い
ス

マ
ホ
非
所
持
者
に
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
す
る

の
が
ベ
ス
ト
な
対
策
で
は
。

答
　
　

商
品
券
は
印
刷
費
の
コ

ス
ト
や
換
金
の
労
力
が
大
き

い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
非
接
触

型
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
推
奨
し
、
町
内
外
の
利
用

が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
中

小
事
業
者
の
支
援
に
効
果
的

と
考
え
る
。

問
　
　
町
民
の
約
20
％
は
、
ス

マ
ホ
を
持
た
な
い
情
報
弱
者
。

切
り
捨
て
て
良
い
の
か
。

答
　
　

情
報
弱
者
に
対
し
て
は

３
年
度
、
商
品
券
を
配
布
し

た
。
利
用
者
と
中
小
事
業
者

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

導
入
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
　
　
町
外
の
人
が
遊
佐
町
の

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
決
済
を
自
由

に
利
用
で
き
る
こ
と
が
、
問

題
で
は
な
い
の
か
。

答
　
　

町
外
者
の
利
用
で
多
く

の
決
済
が
あ
れ
ば
、
地
域
経

済
へ
の
効
果
が
さ
ら
に
高
ま

る
。
町
外
か
ら
外
貨
を
獲
得

す
る
施
策
も
重
要
で
あ
る
。

問 こ
れ
も
質
問

　
　
油
価
高
騰
で
５
０
０
０

円
の
福
祉
灯
油
券
で
は
厳
し

い
。

答
　
　

今
後
も
県
の
要
綱
と
合

わ
せ
た
金
額
で
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

那須　正幸
な す まさゆき

議員

複
式
学
級
へ
の
厚
い
支
援
は

健
や
か
に
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う

指
導
に
注
力
し
て
い
く

質問者の動画が
見られます。

問
　
　
４
年
度
よ
り
複
式
学
級

が
発
生
す
る
小
学
校
が
あ
る
。

学
級
減
に
よ
り
教
員
が
減
る

こ
と
に
な
る
が
、
支
援
の
内

容
は
。

答
　
　

県
教
育
委
員
会
と
も
協

議
し
、
可
能
な
限
り
の
支
援

策
を
講
じ
る
。
児
童
の
こ
と

を
第
一
に
考
え
、
複
式
学
級

で
も
健
や
か
に
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
指
導
に
注
力
し

新
小
学
校
開
校
に
つ
な
げ
る
。

問
　
　
複
式
と
な
る
学
校
は
閉

校
式
や
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事

務
局
な
ど
の
事
業
が
あ
り
、

先
生
方
の
負
担
も
大
き
い
。

支
援
員
の
配
置
は
。

答
　
　

新
し
い
人
事
が
決
ま
っ

た
時
点
で
体
制
を
作
れ
る
よ

う
十
分
努
力
す
る
。

問
　
　
５
年
の
統
合
時
に
、
学

力
の
差
が
出
な
い
よ
う
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
や
交
流
学
習
の
さ

ら
な
る
充
実
は
で
き
な
い
か
。

答
　
　

現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

よ
る
交
流
授
業
や
宿
泊
体
験

に
よ
る
交
流
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
指
導
の
研
究
・
工
夫

を
し
な
が
ら
最
良
の
体
制
を

築
い
て
い
く
。

アメリカとのオンライン交流（前ALTと）蕨岡小

道路の除雪された雪が多く、適時の排雪も願いたい。（遊佐 Iさん）
Re:状況に応じて歩道ロータリーによる幅員確保を実施しております。
  今後も降雪時のパトロールを強化するなど道路の安全確保に努めてまいります（地域生活課）



予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

遊佐町議会だより（13）

佐藤　光保
さ とう みつやす

議員

洋
上
風
力
発
電
の
可
能
性新

た
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
視
野
に

質問者の動画が
見られます。

問
　
　
風
車
の
耐
用
年
数
は
20

年
、
海
域
の
占
有
期
間
は
30

年
の
事
業
を
持
続
可
能
性
が

あ
る
と
言
え
る
の
か
。

答
　
　

二
酸
化
炭
素
排
出
目
標

46
％
減
を
考
え
る
と
き
、
風

力
発
電
以
外
考
え
ら
れ
な
い
。

国
と
し
て
は
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
切
り
札
と
有
望

視
し
て
い
る
。

問
　
　
欧
州
等
の
立
地
状
況
と

比
べ
て
台
風
や
地
震
な
ど
環

境
差
が
大
き
い
。
技
術
的
に

対
応
で
き
る
の
か
。

答
　
　

事
業
者
は
、
国
の
定
め

た
安
全
基
準
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
災
害

に
耐
え
う
る
も
の
と
考
え
る
。

問
　
　
技
術
が
国
内
大
手
、
さ

ら
に
は
欧
州
に
依
存
し
て
お

り
、
雇
用
な
ど
地
域
に
密
着

し
た
も
の
と
で
き
る
の
か
。

答
　
　

県
の
推
計
で
は
、
２
８

０
０
人
の
雇
用
を
見
込
ん
で

い
る
。

答
　
　

町
内
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
割
合
と
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
併
せ
た
55
％

と
い
う
数
値
目
標
は
令
和
元

年
で
達
成
し
た
。

本間　知広
ほん ま ともひろ

議員

遊
佐
Ｐ
Ａ
Ｔ
が
め
ざ
す
も
の
は

鳥
海
山
で
魅
了
す
る

地
域
の
核
と
な
る
道
の
駅

質問者の動画が
見られます。

問
　
　
８
年
度
開
業
に
向
け
て

遊
佐
Ｐ
Ａ
Ｔ
計
画
が
進
ん
で

い
る
。「
地
域
に
豊
か
さ
を

も
た
ら
す
」
遊
佐
Ｐ
Ａ
Ｔ
が

め
ざ
す
も
の
は
。

答
　
　
「
鳥
海
山
の
ふ
も
と
ま

ち
」
と
し
て
、
庄
内
の
食
と

文
化
を
発
信
し
、
来
る
人
を

鳥
海
山
で
魅
了
す
る
地
域
の

核
と
な
る
道
の
駅
を
め
ざ
す
。

問
　
　
新
し
い
道
の
駅
は
「
防

災
道
の
駅
」
の
選
定
を
め
ざ

す
よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

答
　
　

県
・
国
の
定
め
る
計
画

に
基
づ
き
、
施
設
の
耐
震
化
、

無
停
電
化
や
災
害
支
援
活
動

に
必
要
な
規
模
の
駐
車
場
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
む
。

問
　
　
新
し
い
道
の
駅
の
構
想

の
中
に
、
現
在
の
「
ふ
ら
っ

と
」
で
も
取
り
組
め
る
こ
と

が
あ
る
と
思
う
が
。

答
　
　

取
り
組
み
可
能
な
も
の

は
、「
ふ
ら
っ
と
」
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

図　「新・道の駅」のテーマ・コンセプトのイメージ

問 こ
れ
も
質
問

　
　
平
成
25
年
度
に
策
定
の

遊
佐
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

小学校の統合は、もっと早くすべきだったのでは。（遊佐Sさん）
Re:地域に「子どもたち」の声が聞こえなくなることは、地域にとっては重要な課題と
  認識していました。



予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

令和４年５月１日 （14）

齋藤　　武
さい とう たけし

議員

水
循
環
保
全　
専
門
家
の
協
力
は

専
門
家
と
相
談
し

調
査
を
継
続
し
た
い

質問者の動画が
見られます。

問
　
　
臂
曲
地
区
採
石
の
裁
判

は
一
区
切
り
が
つ
い
た
が
、

安
閑
と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。

例
え
ば
、
地
下
水
同
位
体
の

経
年
変
化
は
常
に
把
握
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
　
　

調
査
項
目
の
妥
当
性
は
、

専
門
家
の
意
見
も
参
考
に
し

な
が
ら
無
駄
に
な
ら
な
い
よ

う
進
め
た
い
。

　

採
石
現
場
周
辺
で
現
在

行
っ
て
い
る
水
質
調
査
、
水

量
調
査
を
継
続
す
る
。

問
　
　
今
後
も
自
然
科
学
の
専

門
家
の
力
が
必
要
だ
。
こ
れ

ま
で
の
専
門
家
の
協
力
は
今

後
も
得
ら
れ
る
の
か
。

答
　
　

こ
れ
ま
で
協
力
を
得
て

い
る
専
門
家
だ
け
で
な
く
、

公
害
等
調
整
委
員
会
の
審
理

問
　
　
「
遊
佐
町
の
健
全
な
水

循
環
を
保
全
す
る
た
め
の
条

例
」
に
基
づ
く
「
水
循
環
遺

産
」
の
検
討
も
す
べ
き
だ
。

答
　
　

水
循
環
保
全
審
議
会
で

要
綱
を
検
討
し
、
水
循
環
遺

産
の
選
定
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
。

問 こ
れ
も
質
問

　
　
洋
上
風
力
法
定
協
議
会

で
町
長
が
示
し
た
「
予
防
管

理
原
則
の
徹
底
を
求
め
る
」

の
意
味
は
。

答
　
　

町
民
の
懸
念
が
発
出
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
個
別
の

事
項
に
つ
い
て
提
言
し
て
い

く
。　

佐藤俊太郎
さ とう たしゅん ろう

議員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

　
　
　
　
　
　
も
っ
と
光
を

機
会
を
捉
え
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い 質問者の動画が

見られます。

問
　
　
中
学
生
・
高
校
生
で
組

織
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「
く
じ
ら
」
へ
の

支
援
は
。

答
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト

活
動
の
減
少
は
あ
る
が
、
生

徒
た
ち
の
発
案
に
よ
る
地
域

協
働
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
、

登
録
者
数
も
増
加
し
て
い
る
。

消
耗
品
費
や
食
糧
費
、
保
険

料
等
を
計
上
し
て
い
る
。

問
　
　
環
境
推
進
員
、「
エ
コ

す
ま
い
る
・
ゆ
ざ
」
の
活
動

状
況
は
。

答
　
　

環
境
推
進
員
は
、
町
の

衛
生
環
境
維
持
の
た
め
の
活

動
。エ
コ
す
ま
い
る
・
ゆ
ざ
は
、

「
町
民
省
エ
ネ
節
電
所
」
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
　
砂
丘
地
砂
防
林
環
境
整

備
推
進
協
議
会
等
多
々
あ
る

団
体
の
活
動
に
光
を
当
て
顕

彰
す
べ
き
で
は
。

答
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
活
動

に
つ
い
て
、
機
会
を
捉
え
な

が
ら
広
報
・
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
、

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問 こ
れ
も
質
問

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

精
査
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
　
　

担
当
課
が
責
任
を
も
っ

て
作
成
し
、
そ
の
内
容
は
担

当
者
が
精
査
し
運
用
し
て
い

る
。

で
県
が
指
導
受
け
て
い
る
専

門
家
と
も
連
携
し
て
い
き
た

い
。

総合地球環境学研究所　中野教授
平成24年12月　鳥海山フォーラム

吹浦荘にメッセージを届ける

ジオパーク内に洋上風力発電の風車。悪影響はないのでしょうか。(遊佐Hさん )
Re:155号の特集でも取り扱いましたが、良否は冷静な議論を深めたいと考えています。



予
算
審
査
補
正
予
算
審
査

決
議
・
定
例
会
臨
時
会
・
採
決
・
討
論

一
般
質
問
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

遊

佐

人

遊佐町議会だより（15）

髙橋　冠治
たか はし じかん

議員

遊
佐
Ｐ
Ａ
Ｔ

　
　
積
極
的
に
国
の
予
算
確
保
を

関
係
機
関
へ
の
要
望
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た
い

質問者の動画が
見られます。

問
　
　
国
は「
道
の
駅
」を「
地

方
創
生
、
観
光
を
加
速
す
る

拠
点
」
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。「
新
・
道
の
駅
」
整

備
は
積
極
的
に
国
予
算
を
活

用
し
、
町
民
負
担
の
軽
減
を
。

答
　
　

道
路
利
用
者
が
「
立
ち

寄
り
や
す
い
」
道
の
駅
を
実

現
す
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
近
傍
に

整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。
現

状
を
整
理
し
た
う
え
で
支
援

を
受
け
る
べ
く
引
き
続
き
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
　
町
の
負
担
を
考
え
れ
ば
、

駐
車
場
・
ト
イ
レ
等
、
国
と

一
体
化
し
て
整
備
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
が
。

問
　
　
国
の
予
算
活
用
の
た
め

に
は
要
望
活
動
が
重
要
で
あ

る
。
町
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

マ
ン
で
あ
る
町
長
の
考
え
は
。

問 こ
れ
も
質
問

　
　
「
結
婚
祝
い
金
」
廃
止

に
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
中
央

省
庁
要
望
が
制
限
さ
れ
て
い

る
が
、
対
面
に
よ
る
関
係
機

関
へ
の
要
望
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

答
　
　

国
交
省
が
３
年
度
に
う

ち
だ
し
た
「
防
災
道
の
駅
」

の
設
定
要
件
を
満
た
す
基
準

答
　
　

こ
の
制
度
が
、
結
婚
の

直
接
の
動
機
に
な
ら
な
い
こ

と
と
、
全
体
の
政
策
を
検
討

す
る
中
で
、
誕
生
祝
金
を
増

額
す
る
な
ど
、
転
換
を
図
っ

た
。

阿部　満吉
あ べ みつよし

議員

町
民
に
愛
さ
れ
る
庁
舎

　
　
　
　
「
遊
メ
リ
」
め
ざ
せ

要
望
が
あ
れ
ば
追
加
工
事
を
検
討 質問者の動画が

見られます。

問
　
　
完
成
し
て
半
年
の
新
庁

舎
の
評
価
は
。

　
玄
関
の
階
段
が
見
に
く
く

危
険
、
思
い
の
ほ
か
部
屋
が

足
り
ず
狭
い
な
ど
、
不
具
合

の
改
善
や
追
加
工
事
は
。

答
　
　

平
屋
建
て
の
ワ
ン
フ
ロ

ア
は
、
概
ね
好
評
を
得
て
い

る
。　

　

完
成
後
、
町
民
や
職
員
か

ら
の
要
望
を
反
映
し
、
一
定

の
追
加
工
事
を
実
施
し
た
。

今
後
も
要
望
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。

問
　
　
庁
舎
周
辺
は
住
宅
地
。

住
み
や
す
い
環
境
創
造
の
た

め
、
緑
地
帯
を
提
案
し
て
き

た
が
。

答
　
　

中
央
公
園
が
、
庁
舎
や

住
宅
地
も
含
む
一
帯
の
緑
地

と
い
う
認
識
で
あ
る
。

問
　
　
新
庁
舎
は
平
屋
の
た
め

目
立
た
ず
、
町
外
か
ら
の
訪

問
者
に
と
っ
て
は
分
か
り
づ

ら
い
。
案
内
看
板
整
備
を
。

答
　
　

３
年
度
内
に
、
県
道
沿

い
２
カ
所
に
案
内
看
板
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

新庁舎建設本体・外構・東側用地整備・解体工事契約額
項目 総計 説明 契約額

工事費 19億6,437万円

土地造成工事 7,587万円
本体工事 15億9,990万円
外構工事 7,375万円
機械警備設置工事 611万円
東側用地整備・防火水槽設置工事 7,260万円
旧庁舎解体工事 1億2,778万円
東屋整備工事 836万円

設計・監理委託料 9,947万円 9,947万円
計 20億6,384万円 内起債（借入）額 16億4,650万円
＊工事の施工に直接必要な事業費を計上しています。
＊計画段階の事業費（基本計画・基本設計等）や用地費・備品費・関連工事費などは  
計上していません。

特産品販売所

で
建
設
を
目
指
し
、
利
用
者

の
便
宜
を
図
り
た
い
。

［訂正します］　２月１日発行№155の記事に誤りがありましたので訂正いたします。
・チョコレターに掲載したタクシー利用券の枚数は、もっと増やしています。健康福祉課にご相談下さい。
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ポ
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佐
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令和４年５月１日 （16）

委員会レポート

＜テーマ１＞
小学校空き校舎の有効活用について

まち協と議会（総務厚生常任委員会）
の懇談会 令和４年２月 24日

総務厚生・文教産建常任委員会合同視察 令和４年３月１７日

各まち協会長・事務局　　９名
総務厚生常任委員　　　　６名

〇　蕨岡と高瀬の両センターは現小
学校を使用する計画である。移転
費を含めた計画の策定を早期に。
〇　グラウンド管理のあり方につい
て管理費を含め方針を示すべき。
〇　施設移転などで、町が使用する
校舎の有無を明確にすべき。
〇　空き校舎のままでは問題も生ず
る。地域との合意形成を図り活用
計画のスケジュールを明確にして
ほしい。

＜テーマ２＞
人口減少に伴うまちづくりの将来像

〇　人口減少は税収にも関連する。人口
ビジョンも含めた財政施策の策定を。
〇　「まちづくり基本条例」は、現状を
踏まえ見直す時期ではないか。
〇　高齢化などで区長のなり手が限られ
つつあるなか、職場での定年延長など
で将来的に不安もある。
〇　まちづくり事業を見直し、若者世代
が活躍できる場を見出すべきでは。
〇　地域の歴史や慣習を学び継承する場
も必要ではないか。

町
民
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
「
出
張
懇
談
会
」
を
企
画
、

　
　
　
　
　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
で
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す

「水切り」と紙の分別でゴミの減量
　皆さんは日頃、家庭から出るごみの最終処理場
（埋立地）がいっぱいになるのを知っていますか。
　現在管理をしている酒田地区広域行政組合で
は、今後処理場の延命化を図りつつ４年度から新
たな埋め立て候補地を選定する委員会を立ち上
げ、いっぱいになるであろう12 年度までに対応
したいとの説明であった。また今後は業務を民間
委託するとの説明を受けた。
　町から排出される
ごみの減量は、以前
から指摘されていた
が、今まで以上に「ゴ
ミの水切り」と「リ
サイクル可能な紙の
分別」の意識付けが
必要となっている。

統合小学校の増築工事が完成
　令和５年４月、町内の小学校が統合さ
れる。教室の不足を補うため増築された。
　以前多く建設されたオープン型教室に
代わり、手洗い場含めコロナ対策がとら
れている。
　ここに元気な子どもたちの声が響くと
思うと嬉しくなってくる。

▼各まち協からの意見 ▼各まち協からの意見

［お詫びと訂正：議会と共通認識を］
・町民と議会の懇談会記事　農地の維持と後継者の話題で、開発米部会の担い手が少なくなり町の手立てをとの意見を掲載しま
  したが、関係者に確認したところ、同部会でも対策は行っているが、議会でも共通の課題としてほしいとの思いでした。
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遊佐町議会だより（17）
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郷
土
を
愛
す
る
心
と
誇
り

藤
崎
小
学
校

　

鳥
海
山
の
湧
水
を
源
と
す
る
北

の
月
光
川
、
南
の
日
向
川
の
間
に

位
置
し
、
丘
地
と
内
陸
部
を
へ
だ

て
る
西
山
に
は
、
佐
藤
藤
蔵
翁
を

は
じ
め
と
す
る
先
人
が
植
林
し
た

ク
ロ
マ
ツ
林
が
広
が
り
、
こ
の
偉

大
な
遺
産
に
よ
り
東
側
は
、
豊
か

な
水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
旧
稲
川
小
学
校
と

旧
西
遊
佐
小
学
校
と
の
統
合
後
も
、

多
く
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
支
え
ら

れ
、
９
年
間
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

ま
し
た
。
４
年
度
は
９
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
全
校
１
０
３
名
で
最

後
の
１
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

ま
す
。

　

本
校
で
は
、
学
校
経
営
の
理
念

の
一
つ
に「
ふ
る
さ
と
愛
」を
掲
げ
、

生
活
科
・
総
合
的
学
習
の
時
間「
ふ

じ
さ
き
タ
イ
ム
」
で
、
藤
崎
学
区

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
様
々
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
は
、
西
通
川
を
き
れ
い

で
魚
の
多
く
住
む
川
に
し
た
い
と

自
ら
考
え
、
１
年
を
通
じ
て
清
掃

活
動
や
住
処
作
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

５
年
生
は
、
い
な
ほ
学
園
の
皆

様
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
米

作
り
体
験
を
す
る
中
で
、
米
の
消

費
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、
遊
佐
の
お
米
の
お
い
し
さ
を

伝
え
る
た
め
、
お
に
ぎ
り
に
し
て

地
域
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

４
年
生
は
、
砂
丘
地
砂
防
林
環

境
整
備
推
進
協
議
会
の
皆
様
の
協

力
の
も
と
、
枝
打
ち
や
植
林
等
、

ふ
る
さ
と
を
守
る
ク
ロ
マ
ツ
林
に

つ
い
て
学
習
を
重
ね
、
環
境
保
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

３
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、「
や
ま
が
た
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
大
使
」
の
委
嘱

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
生
は
地
域
の
方
々

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
、
地

域
の
よ
さ
を
発
信
し
、
１
・
２
年

生
は
地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
さ

つ
ま
い
も
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
藤
崎
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
住

ん
で
い
る
土
地
の
豊
か
な
自
然
や

温
か
い
人
々
と
出
会
い
、
存
分
に

体
と
心
を
動
か
し
、
原
体
験
を
積

み
重
ね
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自

分
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
自
分
た
ち

の
力
で
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
郷

土
に
対
し
て
主
体
的
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。「
郷
土
を
愛
す
る
心
・

誇
り
」
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
で
す
。

　

小
学
校
統
合
ま
で
残
す
と
こ
ろ

１
年
と
な
り
、
様
々
な
調
整
に
苦

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

特
に
、
保
護
者
の
思
い
や
、
地
域

の
思
い
が
調
整
に
影
響
す
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
地
域
と

し
て
は
地
元
か
ら
学
校
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
寂
し
さ
や
、
今
後

の
地
域
行
事
の
在
り
方
等
心
配
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
と

し
て
は
、
１
日
で
も
早
く
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
学
校
生
活
に
慣
れ
、

落
ち
着
い
た
環
境
の
中
で
学
ん
で

い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

調
整
の
中
で
色
々
な
思
い
が
交

錯
す
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
達
が「
ゆ
ざ
の
子
」

と
し
て
の
び
の
び
と
必
要
な
教
育

を
受
け
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
環
境
整
備
を
図
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ふ
じ
さ
き
タ
イ
ム
で

ふ
る
さ
と
愛

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に

　
令
和
５
年
に
町
内
５
小
学
校
は
統
合
し
、
新
生
遊
佐
小
学
校
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
地
区
の
核
と
な
っ
て
き
た
小
学
校
。
そ
れ
ぞ

れ
個
性
が
あ
り
伝
え
残
し
た
い
こ
と
を
取
材
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
３
回
目
は
、
藤
崎
小
学
校
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。



令和４年５月１日 （18）

令
和
４
年
５
月
１
日
　
第
156号

　
発
行
／
遊
佐
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
997-0004　

山
形
県
鶴
岡
市
本
田
字
八
百
地
275　

☎
(0235)24-0690　

印
刷
／
JA印

刷
山
形

議会を傍聴してみませんか

　遊佐町議会は、年間４回の定例会が開催
されます。
　６月定例会は、本会議と補正予算審査特
別委員会が議場で行われます。
　ぜひ一度、傍聴してみませんか？

６月定例会のご案内

6月 7日（火）　

6月 8日（水）　

6月 9日（木）　

6月10日（金）

本会議・一般質問

一般質問

常任委員会

補正予算審査特別委員会・
本会議

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらかじめ
　議会事務局（☎72－５８８９）にご確認ください。

６月定例会の予定

表
紙
の
写
真

「
健
や
か
な
れ
」

５
月
５
日

吹
浦
祭
り
の
伝
統
的
な
行
事

「
台
花
持
ち
の
稚
児
行
列
」。

　

吹
浦
地
区
や
吹
浦
に
縁
の
あ

る
、
数
え
７
歳
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
で
き
る
。

　

吹
浦
町
内
の
長
い
道
の
り
を

親
子
で
歩
き
、
地
域
の
皆
さ
ん

や
親
族
か
ら
健
康
と
成
長
の
願

い
を
込
め
、
祝
福
を
受
け
る
。

　

吹
浦
祭
り
を
華
や
か
に
彩
る

こ
の
行
列
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２

年
お
休
み
し
て
い
る
が
今
年
は

復
活
で
き
そ
う
だ
。

　

少
子
化
で
参
加
者
が
減
少
し

て
い
る
。
今
年
の
参
加
締
切
り

は
終
わ
っ
た
が
、
来
年
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
は
。

112

　

令
和
４
年
２
月
１
日
１
５

５
号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は
73

名
の
方
の
応
募
が
あ
り
、
73

名
の
方
が
正
解
で
し
た
。

　

抽
選
の
結
果
、
次
の
10
名

の
方
が
当
選
し
、
米
〜
ち
ゃ

ん
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
お
買
い

物
券
１
０
０
０
円
分
を
、
お

届
け
し
ま
す
。

答
え　
①
Ｂ　

②
Ａ　

③
Ａ

（
敬
称
略
）

鳥　

海　

洋　

子（
蕨　

岡
）

鳴　

瀬　

む
つ
子（
吹　

浦
）

菅　

原　

八
重
子（
遊　

佐
）

石　

倉　

正　

樹（
稲　

川
）

後　

藤　

喜　

八（
遊　

佐
）

太　

田　

映　

子（
高　

瀬
）

藤　

山　

え
い
子（
西
遊
佐
）

本　

間　

清　

子（
遊　

佐
）

石　

垣　

恵　

子（
稲　

川
）

石　

垣　

綱　

子（
吹　

浦
）

　
問
題

①
藤
崎
小
学
校
で
活
動
し
て

い
る
総
合
学
習
の
時
間
の

名
前
は

Ａ　

も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム　

Ｂ　

ふ
じ
さ
き
タ
イ
ム

Ｃ　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

②
豚
熱
の
感
染
源
に
な
り

　

増
え
て
い
る
鳥
獣
は

Ａ　

イ
ノ
シ
シ

Ｂ　

サ
ル

Ｃ　

ク
マ

③
中
学
生
・
高
校
生
で
組
織

さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
名
前
は

Ａ　

い
る
か

Ｂ　

く
じ
ら

Ｃ　

ぺ
ん
ぎ
ん

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ　

②
Ｂ　

③
Ｃ
）

そ
れ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

集
落
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様

に
米
〜
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
お
買
い
物
券
１
０
０

０
円
分
を
、
お
届
け
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個

人
情
報
は
、
こ
の
議
会
ク
イ

ズ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。
町
広
報
に
折
込
み

の
ハ
ガ
キ
は
使
え
ま
せ
ん
。

☆

ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の

ほ
か
議
会
へ
の
ご
要
望
、
ご

意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
大
歓

迎
で
す
。

☆

　

あ
て
先
／
999―

８
３
０
１

　
　

遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
202

　
　

役
場
内　

議
会
事
務
局

　
　

締
め
切
り
５
月
25
日

発
表
は
次
号
で
す
。

議
会
ク
イ
ズ

編
集
室
よ
り

　

臂
曲
地
区
（
吉
出
山
）
岩
石
採
取

に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
完
全
解
決
は
ま
だ
ま

だ
で
す
が
、
一
つ
の
節
目
と
は
な
り

ま
し
た
。

　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ

に
至
る
ま
で
、
町
外
か
ら
も
多
く
の

応
援
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
の
組
合
員
の
方
々

や
、
地
下
水
脈
の
専
門
家
の
皆
さ
ん

な
ど
な
ど
。

　

小
欄
で
は
感
謝
を
伝
え
き
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
風
化
さ

せ
ず
、
常
に
新
し
い
情
報
に
基
づ
い

て
水
循
環
の
保
全
を
進
め
る
こ
と
が
、

も
っ
と
も
応
援
に
応
え
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

　

新
緑
の
吉
出
山
を
眺
め
な
が
ら
、

そ
う
思
い
ま
す
。　
　
（
齋
藤　

武
）

発
　
行
　
人

　

議　
　

長　

土
門　

治
明

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

阿
部　

満
吉

　

副
委
員
長　

佐
藤
俊
太
郎

　

委　
　

員　

斎
藤
弥
志
夫

　

委　
　

員　

齋
藤　
　

武

　

委　
　

員　

那
須　

正
幸

　

委　
　

員　

本
間　

知
広

イ
ズ




